
常任委員会 討論・採決結果

（ 7 ） （ 6 ）

賛成討論（要旨）
　国庫補助金が想定どおり交付されないなど
財源確保が困難な中、効率的で効果的な事業
展開のため組織改正し、予算編成に臨んだこ
とは、元気な狭山市を持続するという市長の
強い決意を感じ、大いに評価したい。 
▶稲荷山環境センターの焼却施設改修・長寿
命化 ▶急速な高齢化への「トータルサポート
体制」の構築 ▶子育て支援「妊産婦・新生児訪
問」小規模保育所整備、富士見小・学童保育室
拡充 ▶健康づくりウオーキングポイント制
付加事業 ▶都市計画道路、狭山市駅加佐志
線、笹井柏原線整備 ▶危機管理監の配置、防
災行政無線のデジタル化 ▶計画推進「親元同
居・近居支援」 ▶人口減少と少子高齢化が進
む中、市民の納得度を高める「透明性」「細やか
な説明と対話」を期待するものである

反対討論（要旨）
　厳しい財政状況だからこそ、市民に寄り添
った施策を充実させて狭山市民や市外在住の
方が、住み続けたい、住んでみたいと思える
「市民にやさしい政策づくり」を求める。 
▶女性の社会進出で待機児童の解消へ保育所
の増設を ▶子育てしやすい狭山市へ学童保
育料の値下げを ▶難病患者福祉手当の月額
支給の復活を ▶事業の見直しは、市民負担が
かからないところから ▶入曽地区地域交流
施設（仮称）は、公民館の理念や機能の継承を 
▶平和意識を肌で感じるため中学生に広島の
平和記念式典への参加の復活を ▶地域公共
交通会議は、臨時の委員や会議の開催、公聴会
などを視野に ▶資源物の集団回収促進の仕
組みづくりを  ▶国の政策で自治体が負担を
被る事業は、国に実態を伝え、改善見直しを
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個人情報保護条例及び行政手続にお
ける特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正する条例

○ ○○○○○○○○

議
長

○○ ○ ○××× ○ ○○○ ○

5 特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○○○○○○○○ ○○ ○ ○×××討 ○ ○○○ ○

9 28年度一般会計補正予算（第7号） ○ ○ ○○○○○○○ ○○ ○ ○××× ○ ○○○ ○

13 29年度狭山市一般会計予算 ○
討○○○○○○○○ ○○ ○ ○×討×× ○ ○○○ ○

17 29年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○○○○○○○○ ○○ ○ ○××× ○ ○○○ ○

23 一般職の職員の給与に関する条例の
一部改正 ○ ○○○○○○○○ ○○ ○ ○○○○ ○ ○○○ ×討

　平成29年第１回定例会では、市長提出議案23議案と議員提出議案２議
案、委員会提出議案１議案を審議し、採決の結果、すべて承認・同意・可決
しました。

◆全員が賛成した議案
市長提出議案／人事人権擁護委員候補者の推薦（千葉收氏、奥冨孝一氏）　条例の一部改正市税条例等、廃棄物の処理及
び再利用に関する条例、建築基準法等関係事務手数料条例　補正予算一般会計（第8号）、国民健康保険特別会計（第2号）、
介護保険特別会計（第2号）、後期高齢者医療特別会計（第2号）　予算国民健康保険特別会計、都市計画事業狭山市駅東口
土地区画整理事業特別会計、介護保険特別会計、水道事業会計、下水道事業会計　その他専決処分の承認（28年度一般会
計補正予算（第6号））、市道路線の認定、財産の処分　議員提出議案／精神障害者に対する公共交通機関の運賃割引制度
適用を求める意見書、国民健康保険制度の財政基盤の強化を求める意見書　委員会提出議案／委員会条例の一部改正
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　３月定例会の常任委員会で審査した議案や所管事務調査などの中から、その
概要をお知らせします。

常任委員会からの活動報告
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議案に賛成･反対します討 論

採決の結果

旧
中
央
公
民
館
等
跡
地
の

売
却
に
伴
う
安
全
確
保
は

福
祉
と
教
育
の
相
談
体
制
の
充
実
・

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
施
策

不
老
川
の
清
流
を

次
代
に
残
す
た
め
に


